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図155　遺跡の中央にある神
明社

図154　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

　

砂す
な

崩く
ず
れ
遺
跡　

江
南
区
砂
山
一
・
二
丁
目

　

砂
崩
遺
跡
は
亀
田
砂
丘
の
西
寄
り
、
旧
亀
田
町
と
旧
横
越
町
の
境
界
付

近
に
あ
る
。
現
在
は
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
遺
跡
の
周
辺
は
標
高
一

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
砂
丘
の
地
形
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。

　

砂
崩
（
現
砂
山
一
・
二
丁
目
）
及
び
周
辺
の
砂
丘
上
の
集
落
に
は
、
戦

前
か
ら
遺
跡
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
、
多
く
の
郷
土
史
研
究
者
が

関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
特
に
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
ご
ろ
か
ら
、
地
元

の
佐
藤
常
吉
・
藤
田
清
次
・
成
田
幸
三
郎
氏
ら
に
よ
り
遺
物
の
表
面
採
集

が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
に
採
集
さ
れ
た
も
の
に
は
、
石せ

き

鏃ぞ
く

や
未

使
用
の
石
材
類
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
の
深
鉢
形
土
器
が
あ
り
、

縄
文
の
模
様
の
上
に
カ
マ
ボ
コ
状
の
隆
帯
を
も
つ
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

戦
時
中
に
い
っ
た
ん
下
火
に
な
っ
た
郷
土
史
研
究
は
、
戦
後
の
『
亀
田

町
史
』
の
編
さ
ん
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
再
燃
し
た
。
昭
和
三
十
二
（
一

九
五
七
）
年
、
亀
田
町
史
編
さ
ん
に
も
か
か
わ
っ
た
亀
田
中
学
校
教
諭
（
当
時
）
田
辺
豊
平
氏
が
、
亀
田
中
学

校
郷
土
史
ク
ラ
ブ
の
生
徒
と
と
も
に
砂
崩
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
新
潟
東
工
業
高
校
や
新
潟

江
南
高
校
の
社
会
科
ク
ラ
ブ
・
郷
土
史
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
っ
て
踏
査
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
縄
文
時
代
前
期
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初
頭
の
布
目
式
土
器
（
三
八
ペ
ー
ジ
）、
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
深
鉢
形
土
器
の
ほ
か
、
手
と
足
と
首
の
部
分

が
欠
け
て
い
る
板
状
の
土ど

偶ぐ
う

、
石
鏃
、
製
作
途
中
の
石せ

き

斧ふ

、
砥と

石い
し

な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
が
、
発
掘
調
査
は

図156　木目状の縄文(左）と，カマボコ状の模様(右）がある
土器　個人提供

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

砂
崩
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
布
目
式
土
器
は
、
わ
ず
か
一
点

の
破
片
で
あ
る
が
、
信
濃
川
以
東
の
砂
丘
部
・
平
野
部
で
は

最
古
の
考
古
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
縄
文
時
代
中
期
の
遺
物

が
特
に
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
亀
田
砂
丘
に
暮
ら

し
て
い
た
人
々
の
中
心
的
な
集
落
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
中
期
の
土
器
の
ほ
と
ん
ど
に
は
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
道

具
で
付
け
た
カ
マ
ボ
コ
状
の
模
様
や
蓮
華
の
花
び
ら
の
よ
う

な
三
角
形
の
模
様
が
あ
る
。
こ
の
模
様
は
主
に
北
陸
地
方
で

一
般
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
木
目
状
に
縄
文

を
施
し
た
東
北
地
方
の
特
徴
を
も
つ
土
器
も
出
土
し
て
い

る
。

　

当
時
の
砂
崩
遺
跡
は
北
陸
地
方
と
東
北
地
方
の
文
化
の
交

わ
る
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。


